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自然はわれらを　われらは自然を

絶えまない人と自然
の連携を象徴するメ
ビウスの連環。これ
が息の長い活動が期
待される自然保護の
シンボルマークに表
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毎
年
三
月
下
旬
、
京
都

市
内
で
一
番
早
く
咲
く
有

名
な
桜
の
一
つ
が
「
有
栖

館
の
し
だ
れ
桜
」
で
す
。

こ
の
し
だ
れ
桜
が
、そ
の
昔

太
閤
秀
吉
が
醍
醐
の
宴
を

さ
れ
た
と
き
に
植
え
た
桜

の
子
孫
に
あ
た
る
こ
と
が

住
友
林
業
の
研
究
所
で
証

明
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

「
有
栖
川
宮
邸
」
は
幕

末
の
頃
は
、
京
都
御
所
・

禁
裏
の
南
側
に
存
在
し
維

新
以
後
は
一
時
、
京
都
裁

判
所
の
仮
庁
舎
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
て
、
明
治

二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

に
、
現
在
地
に
移
転
以
来
、

京
都
地
方
裁
判
所
の
所
長

官
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
平
成
二
十

年
（
二
〇
〇
八
）
八
月

に
、
平
安
女
学
院
が
取
得

し
「
有
栖
川
宮
旧
邸
」
に

因
み
「
有
栖
館
」
と
名
付

け
ま
し
た
。

有
栖
館
は
旧
宮
邸
と
し

て
の
書
院
造
り
や
、
青
天

門
と
名
付
け
ら
れ
た
表
門
、

長
屋
門
、
車
馬
回
し
の
あ

る
表
庭
な
ど
、
幕
末
か
ら

大
正
時
代
の
高
級
官
僚
官

舎
の
様
相
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

書
院
造
り
の
客
間
棟
の

西
側
奥
部
に
は
、
床
の
間

と
付
書
院
を
備
え
た
十
二

畳
半
の
座
敷
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
二
畳
の
上
段
の
間

や
北
側
脇
の
棚
を
含
め
て
、

座
敷
飾
り
の
構
成
は
意
匠

的
に
優
れ
、
こ
の
建
物
の

最
大
の
特
徴
」
と
権
威
者

か
ら
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
屋
の
東
側
の
畳
の
下
は

板
張
り
で
、
音
響
効
果
を

出
す
た
め
に
床
下
に
大
き

な
甕か

め

が
埋
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

表
門
の
「
青
天
門
」
は

元
三
井
家
の
總
門
（
表
門
）

と
し
て
新
築
さ
れ
、
そ
の

後
、
京
都
地
方
裁
判
所
所

長
官
舎
の
表
門
用
と
し
て

購
入
さ
れ
、
吉
井
勇
氏
が

李
白
の
詩
か
ら
字
を
取
っ

て
「
青
天
門
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
銅
板
と
真

鍮
板
と
で
葺
か
れ
た
唐
破

風
の
屋
根
は
素
晴
ら
し
く
、

左
右
の
塀
と
共
に
大
正
期

の
門
建
築
の
作
例
と
し
て

極
め
て
価
値
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

有
栖
館
の
「
長
屋
門
」

は
、
白
い
漆
喰
塗
が
御
所

や
周
囲
の
景
観
と
見
事
に

調
和
を
し
て
美
し
く
、
形

式
と
し
て
最
上
級
の
建
物

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
有
栖
館
の
庭
園
は
平
安

女
学
院
が
取
得
し
た
当
時

は
、
荒
れ
て
い
て
庭
と
は

い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
十
一
代
目
小
川
治
兵

衞
と
い
う
名
人
に
名
庭
に

造
り
替
え
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
。

「
宮
さ
ん
、
宮
さ
ん
。

お
馬
の
…
…
」
の
歌
で
知

ら
れ
、
戊
辰
戦
争
の
時
に

東
征
大
総
督
に
な
ら
れ
た

九
代
有
栖
川
宮
熾た

る
ひ
と仁
親

王
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

有
栖
川
宮
家
も
、
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
威

仁
親
王
妃
の
死
去
に
よ
り

絶
家
と
な
り
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
有
栖
川
宮
家

が
残
さ
れ
た
文
化
財
は
、

私
た
ち
京
都
人
が
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
平
安
女
学
院
大
学
学
長
）

●
有
栖
館 

春
の
特
別
公
開

四
月
三
日
㈮
〜
七
日
㈫
、
十
時

三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分
（
最

終
入
館
十
六
時
）、
入
館
料
／

大
人
：
五
〇
〇
円
、
大
学
生
：

二
〇
〇
円
、
高
校
生
以
下
無
料

近衛邸跡の糸桜

名所の桜・御苑の桜
高木　博志

都名所図会「嵐山・法輪寺・渡月橋」
（国際日本文化研究センター所蔵）

車返桜

青天門としだれ桜

京
都
御
苑
の
近
隣
を
訪
ね
て

  

有
栖
館
（
有
栖
川
宮
旧
邸
）
の
こ
と

山
岡
　
景
一
郎

十
五
世
紀
中
葉
に
成
立

し
た
、
世
阿
弥
の
謡
曲

「
西
行
桜
」、
西
山
に
お
い

て
、
桜
の
花
の
精
が
、
桜

の
名
所
を
愛
で
て
謡
い

舞
う
。「
九
重
に
咲
け
ど

も
花
の
八
重
桜
」
と
、
九

重
（
こ
こ
の
え
）
を
御
所

と
京
都
そ
の
も
の
に
重
ね

る
イ
メ
ー
ジ
で
は
じ
ま
る
。

つ
い
で
も
っ
と
も
早
く
初

花
（
は
つ
は
な
）
が
咲
き

急
ぐ
「
近
衛
殿
の
糸
桜
」

（
写
真
）
へ
と
続
く
。
そ

し
て
市
中
の
千
本
、
毘
沙

門
堂
、
東
山
の
黒
谷
、
下

河
原
、
清
水
の
地
主
桜
、

嵐
山
と
、
見
渡
し
て
ゆ
く
。

こ
う
し
た
室
町
時
代
の

京
都
の
桜
は
、
今
に
伝
わ

る
も
の
も
多
い
。
し
か
し

山
桜
や
八
重
桜
・
し
だ
れ

桜
な
ど
、
名
所
と
と
も

に
あ
っ
た
伝
統
種
の
桜
は
、

近
代
の
疏
水
や
鴨
川
沿

い
、
あ
る
い
は
小
学
校
な

ど
に
群
と
し
て
植
え
ら
れ

る
二
十
世
紀
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
と
は
大
き
な
違
い
が

あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
京
都
御
所

に
お
い
て
は
、
檜
垣
の
茶

屋
で
酒
肴
を
楽
し
み
な
が

ら
、
参
内
す
る
公
卿
た
ち

を
見
物
す
る
公
卿
門
の
前

が
、
最
大
の
観
光
名
所
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
都
名

所
図
会
』
を
は
じ
め
、
江

戸
期
の
い
ず
れ
の
名
所
案

内
も
京
都
御
所
の
紹
介
か

ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。

江
戸
時
代
の
名
所
と
は
、

た
と
え
ば
嵐
山
で
い
え

ば
、
亀
山
院
が
吉
野
か
ら

移
し
た
山
桜
と
、
歌
枕
の

戸
奈
瀬
の
瀧
を
臨
む
、
渡

月
橋
の
南
方
よ
り
鳥
瞰
す

る
風
景
が
定
番
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
決
ま
り
事
（
記

号
）
の
世
界
で
あ
っ
た

（
図
版
）。
西
行
桜
と
い
え

ば
「
な
が
む
と
て
花
に
も

い
た
く
馴
ぬ
れ
ば
ち
る
わ

か
れ
こ
そ
悲
し
か
り
け

れ
」
と
、
散
る
桜
を
惜
し

む
『
新
古
今
和
歌
集
』
の

歌
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
。

京
都
御
苑
の
近
衛
桜
は
、

江
戸
時
代
の
摂
家
筆
頭
の

近
衛
家
の
庭
に
咲
く
も
の

で
、
室
町
幕
府
の
花
の
御

所
に
も
植
え
ら
れ
た
、
朝

廷
を
象
徴
す
る
し
だ
れ
桜

で
あ
っ
た
。
孝
明
天
皇
は
、

日
常
に
お
い
て
は
禁
裏
御

所
か
ら
出
る
こ
と
が
許
さ

れ
ず
、
大
堰
川
舟
遊
図
屏

風
、
紫
野
子
の
日
桜
狩
図

屏
風
（
浮
田
一
蕙
筆
、
泉

涌
寺
蔵
）
な
ど
で
嵐
山
の

名
所
を
偲
ん
だ
。
安
政
二

年
（
一
八
五
六
）
旧
暦
二

月
、
御
所
に
隣
接
す
る
近

衛
邸
に
遊
ん
で
桜
を
愛
で

て
、「
昔
よ
り
名
に
は
き
け

ど
も
今
日
見
れ
ば
む
べ
め

か
れ
せ
ぬ
（
本
当
に
目
が

離
せ
な
い
）
糸
さ
く
ら
か

な
」
の
歌
を
残
し
て
い
る
。

谷
崎
潤
一
郎
の
『
細

雪
』
で
三
姉
妹
が
、
平
安

神
宮
の
回
廊
を
く
ぐ
っ

て
「
あ
ー
」
と
歓
声
を
上

げ
た
、
紅
雲
の
ご
と
き
し

だ
れ
桜
も
、
実
は
近
衛
桜

に
起
源
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
戦
国
時
代
に
津
軽
藩

主
が
近
衛
家
か
ら
移
し
た

桜
を
、
仙
台
の
伊
達
家
が

受
け
継
ぎ
守
ら
れ
て
い
た

が
、
一
八
九
五
年
の
平
安

遷
都
千
百
年
紀
念
祭
の
お

り
、
遠
藤
庸
治
仙
台
市
長

が
献
木
し
た
と
い
う
物
語

を
も
つ
。

京
都
御
苑
に
は
そ
の
ほ

か
に
も
、
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
後
水
尾
天
皇
が
車
を

返
し
て
ま
で
愛
で
た「
車

返
桜
」、御
所
に
は
平
安
時

代
に
唐
風
か
ら
国
風
文
化

へ
と
変
化
す
る
象
徴
と
し

て
梅
か
ら
植
え
替
え
ら
れ

た
紫
宸
殿
南
庭
の
左
近
の

桜
な
ど
、
歴
史
と
物
語
に

満
ち
た
伝
統
種
の
一
本
桜

が
あ
る
。
賀
茂
川
や
疏
水

沿
い
の
、
う
す
桃
色
の
ク

ロ
ー
ン
と
し
て
群
れ
な
す

風
景
を
形
づ
く
る
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
二
十
世
紀
の

新
し
さ
と
対
比
し
つ
つ
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所　

教
授
）
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御
苑
・
い
の
ち
の
風
景
・
は
じ
め
に

　
春
に
歩
く	

塚
本
　
珪
一

トラツグミ

ユミアシゴミムシダマシ

集
・
駝
鳥
の
卵
』
で
、「
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ　

も
つ
れ

る
翅
も
も
ど
か
し
く　

す

べ
り
台
に
の
ぼ
っ
た
り　

す
べ
っ
た
り　

い
つ
し
か

そ
の
身
は　

荘
周
夢
中
の

人
」
と
記
す
。

昆
虫
少
年
時
代
、
白
雲

神
社
の
薄
暗
い
と
こ
ろ

で
、
血
の
よ
う
な
液
を
滴

ら
し
て
羽
化
す
る
ヒ
オ
ド

シ
チ
ョ
ウ
の
群
れ
を
見
つ

け
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
『
昆
虫

記
』
の
記
述
を
思
い
出
し

て
い
た
。
昨
年
、
長
く
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
ヒ
オ

ド
シ
チ
ョ
ウ
に
西
園
寺
邸

跡
で
越
冬
個
体
を
見
つ
け

る
。
梅
に
も
成
虫
越
冬
の

ア
カ
タ
テ
ハ
、
テ
ン
グ

チ
ョ
ウ
が
訪
れ
る
。

白
雲
神
社
の
暗
い
森
で
、

あ
る
日
、
私
は
ト
ラ
ツ
グ

ミ
と
の
対
話
を
し
て
い
た
。

昔
か
ら
の
京
洛
の
怪
獣
・

鵺ぬ
え

の
声
の
持
ち
主
は
厳
か

に
語
り
出
し
て
い
た
。
大

き
な
目
、
繊
細
で
半
月
紋

の
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
を

召
さ
れ
て
の
お
で
か
け
で

あ
る
。
お
食
事
は
太
く
立

派
な
ミ
ミ
ズ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
私
の
た
め
に
、
昔

の
物
語
と
魔
界
事
情
を
話

し
は
じ
め
て
い
た
。

春
の
初
め
か
ら
鳥
た
ち

も
、
旅
支
度
、
休
憩
、
採

餌
と
慌
た
だ
し
い
。

森
の
中
に
は
キ
ノ
コ
、

コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
が
そ
れ
ぞ

れ
に
自
分
た
ち
の
生
活
に

忙
し
い
。
ア
オ
バ
ズ
ク
の

好
物
の
ユ
ミ
ア
シ
ゴ
ミ
ム

シ
ダ
マ
シ
も
朽
木
か
ら
お

目
覚
め
だ
。

春
は
慌
た
だ
し
く
夏
に

向
か
っ
て
走
る
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

催　事　案　内

会　員　募　集
■年会費　●普通会費 1,000円以上
　　　　　●賛助会員（会社・団体） 10,000円以上
■本会員への特典
　1．本会発行物をそのつど送付します。
　　（御苑ニュースは会費収入で発行されています。）
　2.　葵祭、時代祭の招待券を進呈します。
　　（ただし、普通会員は会費4,000円以上の方に限ります。）
■申し込み、問い合わせ先

一般財団法人　国民公園協会　京都御苑
　　　　　　　　　住所　京都市上京区京都御苑3
　　　　　　　　　〒602-0881　TEL075(211)6364

■平成27年京都御苑自然教室
 初心者の方を対象に自然教室を行います。春の御苑の
草花やキノコ、昆虫や鳥を観察しましょう。

春の自然教室“春の御苑にふれよう”
平成27年4月19日（日）9：30～12：00

主　　催　環境省京都御苑管理事務所　TEL 075（211）6348
　　　　　一般財団法人 国民公園協会 京都御苑

TEL 075（211）6364
講　　師　京都自然観察学習会の先生方に指導して頂きます。
集合場所　京都御苑
　　　　　　　閑院宮邸跡前
　　　　 （京都御苑南西角間之町口）
受付時間　当日　9：00～9：20
参 加 費　保険料100円
そ の 他　筆記用具をご持参下

さい。手持ちのルー
ペ、双眼鏡、図鑑な
どの観察用具や雨具があると便利です。

※急な天候の変化等開催途中でやむなく中止する場合はご了承下さい。
＊以降の自然教室予定
 　夏の自然教室　　平成27年 7月 26日（日） 9：30～12：00
 　秋の自然教室　　平成27年 11月 29日（日） 9：30～12：00
 　冬の自然教室　　平成28年 1月 24日（日） 9：30～12：00

京都御所春季一般公開
4月3日（金）～7日（火）
入場時間　9：00~15：30

入口：宜秋門（ぎしゅうもん）  出口：清所門（せいしょもん）
清所門の最終退出時間は16：15

照会先：宮内庁京都事務所　TEL：075（211）1211

「閑院宮邸跡」見学

収納展示室　9:00～16:00（16:30閉館）　入場無料
休館日／月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館）、年末年始

京都御苑南西角にある「閑院宮邸跡」の収納展示室では、京都御苑
の歴史や自然の資料が展示されています。庭園と併せてご利用ください。

新緑のトンボ池一般公開
■自然環境保全の観点から閉鎖している「トン
ボ池」を期間限定で一般公開します。午前
中はスタッフによるミニ解説も行います。

■5月22日（金）～24日（日） 9：30～15：00
■場所：富小路口から北東へ徒歩約5分
■当日現地にて受付　　■入場無料

和　　名 開　花　期

2月中旬～3月中旬
3月中旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
4月中旬～4月下旬

主に見られる場所

梅　　　林
桃　　　林

近衞邸跡周辺
苑内全域

出水の小川付近

ウ メ
モ モ
イトザクラ
ヤマザクラ
サトザクラ

京
都
御
苑
の
自
然
に
親
し
む

　
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室	

谷
口
　
久
仁
子

アカタテハ

春には水場にコマドリも来る

ヒオドシチョウ

はっぱさがしをする園児たち

生
き
も
の
た
ち
と
ヒ
ト

種
の
創
る
風
景
の
美
し
さ

は
日
本
列
島
の
自
然
美
で

あ
る
。
粘
菌
学
の
南
方
熊

楠
先
生
（
一
八
六
七
〜

一
九
四
一
）
は
、「
諸
草

木
相
互
の
関
係
は
な
は
だ

密
接
錯
雑
い
た
し
」
と
話

し
は
じ
め
ら
れ
る
。
現
代

の
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
ア
メ
リ

カ
・
サ
ン
タ
フ
ェ
か
ら
の

複
雑
系
の
、
宇
宙
の
マ
ン

ダ
ラ
＝
モ
デ
ル
の
思
考
で

あ
る
。

そ
し
て
、
京
洛
の
春
は

絢
爛
豪
華
な
自
然
の
宴
で

あ
る
。
鳥
た
ち
も
虫
た
ち

も
そ
れ
を
お
う
歌
す
る
。

私
の
小
学
校
の
校
歌
は

「
滋
野
て
ふ
名
の
尊
し
や
、

…
比
叡
の
お
ろ
し
折
々
は

御
苑
を
ふ
き
て
…
」
と
い

う
滋
野
小
学
校
で
あ
っ
た
。

私
と
家
族
に
と
っ
て
御

所
＝
御
苑
は
天
皇
の
お
住

ま
い
と
し
て
の
聖
域
で
あ

り
、
生
き
も
の
た
ち
の
聖

域
＝
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で

あ
っ
た
。
昆
虫
少
年
時
代
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
名

は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
私

も
同
様
に
御
苑
の
自
然
と

の
対
峙
の
秘
密
の
場
所
が

あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
御
苑
西
の
出

水
口
の
小
丘
や
そ
の
西
の

小
径
は
私
の
思
考
の
場
で

あ
っ
た
。
巨
大
な
シ
ロ
ス

ジ
カ
ミ
キ
リ
と
の
出
会
い

も
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、親
父
が
フ
ァ
ー

ブ
ル
の
『
昆
虫
記
』
の
岩

波
文
庫
の
第
一
冊
を
買
っ

て
く
れ
た
。
フ
ァ
ー
ブ
ル

先
生
の
「
自
然
学
」
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

何
か
未
来
へ
の
夢
を
持
つ
。

私
は
京
都
を
小
宇
宙
と

い
う
発
想
で
考
え
、
御
苑

は
コ
ア
＝
核
で
あ
り
、
駅

舎
で
も
あ
る
。
こ
こ
は
残

さ
れ
た
自
然
の
森
・
少
し

昔
の
森
で
あ
り
、
生
き
も

の
た
ち
の
棲
息
域
・
エ
ア

ポ
ー
ト
・
隠
れ
場
で
あ
る
。

現
代
で
は
経
済
的
・
開
発

な
ど
で
森
も
破
壊
さ
れ
文

化
も
変
貌
す
る
が
、
今
後
、

こ
の
森
は
永
久
に
こ
の
ま

ま
で
あ
ろ
う
。

春
に
歩
け
ば
、
た
く
さ

ん
の
花
、
若
菜
が
、
そ
し

て
チ
ョ
ウ
が
飛
ぶ
。
生
き

も
の
た
ち
の
仲
間
を
知
る

と
言
う
こ
と
は
昆
虫
で
も

植
物
で
も
縦
横
の
つ
な
が

り
と
い
う
か
、
生
物
た
ち

の
網
目
構
造
＝
羅
網
＝
マ

ン
ダ
ラ
＝
モ
デ
ル
を
知
る

こ
と
で
あ
る
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
仲

間
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲

間
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
仲

間
…
…
な
ど
、み
ん
な
違
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
飛
び
方

で
好
み
の
花
を
訪
ね
る
。

ル
ナ
ー
ル
先
生
は
『
博

物
誌
』
で
、「
ち
ょ
う　

こ
の
ふ
た
つ
折
り
の
ラ
ブ

レ
タ
ー
は
、
花
の
所
番
地

を
さ
が
し
て
い
る
」
と
記

す
。
洛
中
の
博
物
学
者
・

杉
本
秀
太
郎
さ
ん
は
『
詩

一
歩
御
苑
に
足
を
踏
み

入
れ
る
と
そ
こ
は
別
世
界
、

歴
史
を
重
ね
た
大
樹
が
私

た
ち
を
凛
と
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
閑
院
宮
邸
跡

に
入
る
と
、「
先
生
、
こ

こ
ト
ト
ロ
の
お
家
み
た

い
」
と
耳
元
で
さ
さ
や
く

子
ど
も
た
ち
。
自
然
教
室

の
始
ま
り
で
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

で
「
ア
オ
バ
ズ
ク
」
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
特
に

ヒ
ナ
の
エ
サ
は
何
か
の
答

え
に
、「
え
～
っ
！
」。
ガ
、

チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、
コ
ク

ワ
ガ
タ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な

ど
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ア
オ
バ
ズ
ク
の

剥
製
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、

今
度
は
ア
オ
バ
ズ
ク
の
木

工
工
作
に
挑
戦
。
つ
ま
よ

う
じ
の
先
に
ボ
ン
ド
を
つ

け
て
の
細
か
い
作
業
に
も

集
中
し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
が

出
来
上
が
り
大
満
足
。

も
う
一
つ
の
楽
し
み

は
「
出
水
の
小
川
」
で
、

「
は
っ
ぱ
さ
が
し
」
を
す
る

こ
と
。
広
い
公
園
の
木
々

に
は
番
号
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
九
種
類
の
葉
の
写

真
と
そ
れ
ぞ
れ
の
木
を
よ

く
見
て
よ
く
考
え
る
！　

一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。

「
モ
ミ
ジ
は
⑥
」「
マ
ツ
も

チ
ク
チ
ク
の
は
っ
ぱ
や
し

①
」
と
調
子
よ
く
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
ロ
ウ
バ

イ
・
エ
ノ
キ
・
ク
ス
ノ
キ

と
苦
戦
！　

葉
の
鋸
葉
・

葉
柄
の
長
さ
な
ど
写
真
と

見
比
べ
て
、
悩
ん
で
い
る

チ
ー
ム
に
は
、
ヒ
ン
ト
を

く
だ
さ
り
、「
あ
っ
ホ
ン
マ

や
！　

ち
ょ
っ
と
は
っ
ぱ

の
形
違
う
わ
」
と
お
友
だ

ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
全

員
が
広
い
公
園
内
を
駆
け

ま
わ
り
楽
し
み
ま
し
た
。

見
上
げ
た
大
き
な
幹
や

曲
が
り
く
ね
っ
た
枝
に
優

し
い
風
が
吹
く
と
、
ゆ
っ

さ
ゆ
っ
さ
と
葉
が
揺
れ

る
。
い
く
つ
も
の
緑
が
重

な
り
そ
の
間
か
ら
青
空
が

見
え
る
。
思
わ
ず
「
綺
麗

や
な
ぁ
～
」
と
つ
ぶ
や
く

子
ど
も
た
ち
。

五
感
で
京
都
御
苑
の
自

然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ

た
一
日
で
し
た
。
感
謝
。

（
は
な
ぶ
さ
保
育
園  

園
長
）


